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法人（事業所）理念

「一羔なる思い」〜精神を尽くし、心を尽くし、思いを尽くし、力を尽くす〜
知的に障がいのある人たちの日々の生活、そして、人生全体が十分に充実していないことを憂い、聖書に登場する「九十九匹と一匹の羊」というたとえ話から、「小さな一人ひとりの存在の大切さ」を「一羔」という
言葉で言い表しました。
この「一羔」という言葉は、「何人も人としての価値にいささかの差があってはならない」という強い思いを象徴しています。
以来、私たちは「障がいの有無にかかわらず、共に支え合う仲間として、豊かな個人史が描き出される人生を守り、大切にしよう」という思いを受け継ぎ、活動に取り組んでいます。

事業所名 作成日小諸市児童発達支援センター　小諸市ひまわり園　（児童発達支援） 2026年3月1日

・活動を通して、ご家族とのアタッチメント(愛着行動)の形成を促します。
・感覚遊びから見立て、ごっこ遊び等の象徴的な遊びに、一人遊びから大人との遊び、友達との協働遊びの楽しさを体感できるよう支援します。

支援方針
就学前のお子さんが、ご家族と一緒に通園し、活動を通して基本的な生活習慣を身に着けたり、友達との関わりを広げながら集団生活に適応する力を育んでいきます。
保健、福祉、医療、教育などの関係機関と連携しながら、お子さん、ご家族、地域の支援を行います。

営業時間 送迎実施の有無月曜日～金曜日　９：００～１５：３０

支　援　内　容

支援プログラム

主な行事等

〇音のゆりかご(音楽療法士)（毎月）　感覚遊び(作業療法士)（毎月）　身体測定（毎月）　避難訓練（毎月）　ひまわりっこサロン（毎月）
〇運動遊び(理学療法士)（年4回）　誕生会（随時）　遠足（10月）　クリスマス会（12月）　卒園の会（3月）　健診（年2回）　歯科、栄養指導（年2回）
〇学習会　ひまわりの会（学習会）ペアレントトレーニング　ティーチャーズトレーニング

家族支援

家族支援の大切さ・・お子さんの支援を進めるにあたっては、そのお子さんを育てるご家族の
「安心した生活」が重要です。
・子育ての悩み等をお聞きし一緒に対応を考えます。
・ご兄弟に関する相談も受けます。
・家族支援プログラム（ペアレントトレーニング、ひまわりの会、ひまわりっこ　　サロン等）を開
講しています。

移行支援

切れ目のない支援・・ひまわり園で行ってきた支援内容や方法を伝達します。
・合理的配慮を含めた移行支援を行います。
・保育園、幼稚園、学校等への移行支援会議を行い、スムーズに移行できるよう
支援します。

地域支援・地域連携

後方支援としての専門的役割・・児童発達支援センターは、保育所等の子育て支援機関等
の関係機関との連携を進め、支援体制の構築を図ります。
・育児相談、発達相談・関係者と連携しています。
・連携、ネットワークの中核機関としての役割を担います。
・保育所等訪問支援の実施
・「小諸市　親子のびのび教室(1歳半健診フォロー教室)」開催協力
・「小諸市１歳半健診、2歳児教室」での「ニコニコおやこミニセミナー（子育て講話）の協力
・ティーチャーズトレーニング研修を開催しています。

職員の質の向上

・園内研修
・事例検討
・虐待防止研修
・外部研修
・各自で資格取得等応援

・健康な心と身体が育つよう、支援します。
・ご家族と共に、基本的生活習慣（食事、排泄、清潔、着脱、睡眠、社会性）が身につくよう支援します。
・生活の環境を整える為、構造化等の視点を大切にします。

・粗大運動（サーキット、トランポリン、体育館遊び等）を行い、姿勢と運動動作の基本的な動きの向上を促します。
・作業療法（指あそび等）を通してできることを増やし、必要に応じて、補助的手段も活用します。
・感覚の特性（感覚の過敏及び鈍磨）への対応をご家族と考え、環境調整します。

本
人
支
援

・標準化されたアセスメント書式(遠城寺式乳幼児分析的発達検査、太田ステージ、特性シート、TASP等)　行動観察、必要に応じて新版k式などの発達検査も活用します。
・活動を通して、理解が広がるよう促します。
・数量、大小、色、時間等に興味を持ち概念の形成が進むよう支援します。
・状況に応じて少しずつ、セルフコントロールができるように支援します。
・就学に向けて読み書きなど学習の基盤ができるように支援します。

・活動を通して言語の理解を育みます。
・相手に伝えたい気持ちを大切にし、表情や身振り、カード等も使用しながら、気持ちを表出できるよう支援します。
・話を聞いて内容を理解し、行動できるよう支援します。


